
２０２４(令和６)年度事業報告 

理念(基本方針) 

 共生社会に生きる私たちは、自分自身を大切にし、社会の一員としての役割を果たしながら、同

じように周囲の人々を大切にして共に生きる努力をします。 

 

概要(重点目標)  

令和６年度は、３年に一度実施される障害福祉サービスの見直し・報酬改定が行われた。就労継

続支援Ｂ型の平均工賃の算定方法が平均利用者数を用いた算定式に変更となり、令和５年度の平均

工賃額が前年度と比較して約 4000 円の増額となり、その結果一人当たりの基本報酬単価は増加し

た。しかし、当事業所に長く通所されている利用者本人やご家族の高齢化による入院や自宅療養に

伴う長期間の利用休止、その後退所となるケースが相次ぎ、前年度と比較すると１日当たりの平均

利用者が約２名の減少となった。また、施設利用時においても、利用者の高齢化により支援が必要

となる場面も増加し、今後の課題になると思われる。 

就労支援(授産作業)事業では、前年度と比較すると売上が約 300 万円の減収となった上に、原材 

料費や光熱費等が高騰し、利用者への工賃支給額が減額することとなった。その結果が翌年度の報

酬単価に反映されるため、令和７年度の運営は厳しい年となる。就労移行(一般就職)事業は、２名

の利用者が就職に結びつき、長く働き続けられるように、引き続き就労定着事業での支援を行う。

令和７年１０月より開始される就労選択支援事業については、研修等に参加して情報収集を行った

が、職員配置や資格要件等の課題もあり、引き続き事業の検討を行う。 

 

《事業》 

【法人関係】 

報酬改定への対応(処遇改善加算含む)  

  令和６年度の報酬改定で就労継続支援Ｂ型事業では、多様な利用者への支援が行えるように、

職員配置を新たに創設された６：１(現行は７.５：１)へと変更した。また、一本化された処遇改

善加算の要件が、加算額の１/２以上を毎月の月額の改善に当てることとなった為、支給方法を変

更して職員の処遇改善に努めた。令和７年１０月から事業が開始される就労選択支援事業は、各

種研修へ参加して情報収集を行った。 

 

空調設備の更新 

 整備後２５年以上経過して、度々故障していた本館及び機械作業室の空調設備を更新した。６

月までに工事を完了して、猛暑の中でも安心して作業に取り組める環境を整えた。 

 

ホームページの刷新 

 今までの無料ホームページでは掲載容量に制限があった為、内容を一新して、義務付けられて

いる法人の情報公開に加えて、事業所内の様子や行事、地域貢献等の取り組みを積極的に外部に

向けて発信出来るものとした。新たな新規利用者や職員採用の際にも、判断材料の一つとして利

用いただけるように活用していく。 

 

―１― 



地域貢献活動 

地元の右田・玉祖地区において、高齢者対象行事や地区行事への参加者の送迎、右田小学校放

課後チャレンジ教室への協力依頼があれば積極的に行った。 

 

 

【施設関係】 

開所時間(営業時間)の変更 

公共交通機関の減便により、今までの利用開始時間では不都合が生じてきたために、開所時間  

(施設利用者の始業時間・終業時間)の見直しを行った。併せて、支援業務終了後(残業時間)に行 

っている定例の職員会議、利用者支援会議の時間を工夫することにより、残業時間を極力削減す 

るように努めた。 

 

更衣室エアコンの設置 

 新館更衣室(男・女)に、社会福祉法人千寿会様の助成金によりエアコンを設置した。作業準備、

また利用者の休み時間の休憩場所も兼ねているので、エアコン設置により快適に過ごせる環境と

なった。 

 

外部行事への参加(社会参加) 

 コロナ禍で中止されていた施設内行事や他事業所との交流行事が、段々と再開されてきた。利 

用者の意向に沿いながら実施、参加出来るように心掛けた。施設内行事では、昨年度に引き続き 

日帰りレクリエーションの実施、また、保護者との交流昼食会を５年振りに開催して、保護者間 

の意見交換や利用者皆さんの様子を見て頂く場を設けた。 

 

 

【就労支援関係】 

農福連携への取り組み 

 防府市内就労支援事業所の共同受発注の一つとして、農福連携の取組み(作業)に参加した。利

用者の特性や健康面、希望に配慮しながら農場に出向き、人手不足の農作業の協力を行った。 

 

新規作業の開拓 

 既存の受注作業が伸び悩む中、閑散期に担える作業の開拓を行った。 

 

就労支援(一般就職)活動 

 令和６年度の就職者数は、就労移行支援・就労継続支援Ｂ型から２名の利用者が就職に結びつ

いた。就職された方には、就労定着支援事業により長く雇用が継続できるよう支援を行う。 
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施設利用実績 

 

令和６年３月３１日現在 施設利用形態内訳 

 利用者(契約者数) ほぼ毎日利用 毎日半日のみ 週に４回 週に３回 週に２回 

就労継続支援 ４０名 ２５名 １名 ６名 ５名 ３名 

就労移行支援 ４名 ２名 ０名 ０名 １名 １名 

就労定着支援 ９名      

      

 

令和６年３月３１日現在 職員配置状況 

    正規職員  男 ５名   女 １名  計６名 

    非正規職員 男 １名   女 ４名  計５名  合計 １１名 

        職種 

施設(定員) 

施設長 

(管理者) 

サービス管理 

責任者 
生活支援員 就労支援員 

就労継続支援 B(３４) 

１ １ 

１  

就労移行支援(６) １ １ 

就労定着支援(２０)   

 

 

就労定着支

援員 
職業指導員 工賃達成指導員 事務員 合計 

 ５  

(兼務)常勤１ 
正規職員６ 

非正規職員５ 
 ０.５  

０.５   

 

 

 

最低基準 

    就労継続支援Ｂ型 

     サービス管理責任者 1 名(兼任)   

職業指導員／生活支援員 ６：１(生産活動強化型) 

    

就労移行支援 

     サービス管理責任者１名(兼任) 就労支援員１名 職業指導員／生活支援員 ６：１ 

 

就労定着支援 

     サービス管理責任者１名(兼任) 就労定着支援員 ４０：１  
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施設利用登録者数の推移(令和６年度) 

  

施設利用状況月別 

事業サービス名／定員 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

就労移行支援(6 名) ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 

就労継続支援Ｂ型(34 名) ４１人 ４１人 ４１人 ４１人 ４１人 ４１人 

合計人数(通所者数) ４３名 ４３名 ４３名 ４３名 ４３名 ４３名 

就労定着支援(20 名) ７名 ７名 ７名 ７名 ７名 ７名 

 

  10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 

２人 ２人 ２人 ３人 ４人 ４人 ５人 

４１人 ４１人 ４１人 ４３人 ４０人 ４０人 ４１人 

４３名 ４３人 ４３人 ４６人 ４４人 ４４人 ４３人 

１０人 １０名 １０名 ６名 ９名 ９名 ９名 

 

   

就職者数   ２名 

 

工賃額    月額平均３万６２７円(令和５年度) 

 

作業種目   紙製品・紙器加工・委託作業・農福連携 

  

取引業者   印刷関係 約２５社・自動車部品１社・縫製関係 ３社 

        梱包資材関係４社・薬局関連 

 

取引業者範囲 防府市・山口市・周南市・宇部市・美祢市・萩市・広島・東京 

  

売上高    ２５,３００,０００円(昨年より約３００万円減額) 

  

 

 

[令和６年度事業] 

   空調設備更新(本館、機械作業棟) ５月 

   新館更衣室(男・女)エアコン設置 ５月 
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